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凡例




これは「書物展望」第八卷第七號（昭和十三年七月一日　書物展望社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

表記については、原文を尊重して旧字体旧仮名遣いにしていますが、一部の旧字体を新字体にした場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。












明治初期の唱歌と軍歌







林　癸未夫









　圖書館の仕事で一番大切なのは多數の圖書を適當に分類することだが、これが實際やつて見ると、なか〳〵困難な仕事で、どの部門に入れてよいか判斷に迷ふ書物が案外多い。これといふのも著者や編輯者の方では圖書館の都合などは一向眼中におかずに、勝手な本を作り勝手な標題をつけて發行するからであるが、それかと言つて圖書館の側から著者や編輯者に苦情を持込む筋合のものではないし、又持込んで見たところで相手にされる筈もないから、これは致し方のないことと諦めるほかはない。

　本稿の主題である唱歌と軍歌の如きもやはり區別しにくひものゝ一例であつて、學校生徒のうたふものは唱歌、軍隊でうたふものは軍歌と決めてしまへば一應判然としてゐるやうだが、しかしその歌詞が集められて一册の書物となつたものを見ると、唱歌集の中にも軍歌が入つてをり、軍歌集の中にも唱歌が交つてをる例が多くて、やはり困る。それでも軍歌の方はその題材が軍人か戰爭かに限られてゐるから、まだしも分りよいが、唱歌の方は近頃頻に新作される童謠、民謠、歌謠の如きものと區別のつかないものがだん〳〵多くなつて來て、圖書館員をまごつかせるのである。だが、それよりもつと大きな問題は唱歌とか民謠とかいふものが歌詞と樂譜とを並べて印刷した書物の形で現はれた場合に、一體それを文學書と見るべきか音樂書と見るべきかといふことである。勿論こんな問題は一般人に取つてはどうでもよいことに相違ないのだが、然し一切の圖書を豫定された分類のスケデュールに從つて必ずどの部門かに編入しなければならない圖書館員の身に取つては、人知れぬ苦勞の種であることを察して貰ひたい。

　それはさておき明治時代に於て最初に出版された唱歌集は文部省音樂取調掛編纂の『小學唱歌集』三册である。その初編は明治十四年十一月、第二編は明治十六年三月、第三編は明治十七年三月に發行されたもので、發行者の名義は高等師範學校附屬音樂學校となつてゐる。そして初編には卷頭に音樂取調掛長伊澤修二氏の緖言を掲げてあるが、これは學校生徒に對する音樂敎育の趣旨及沿革を知る上に大に參考となるものであるから、やゝ長文ではあるが左に轉載しよう。




「凡ソ敎育ノ要ハ德育智育體育ノ三者ニ在リ。而シテ小學ニ在リテハ最モ宜ク德性を涵養スルヲ以テ要トスベシ。今夫レ音樂ノ物タル、性情ニ本ツキ人心ヲ正シ風化ヲ助クルノ妙用アリ。故ニ古ヨリ明君賢相特ニ之ヲ振興シ、之を家國ニ播サント欲セシ者、和漢歐米ノ史册歷々徴スベシ。曩ニ我政府ノ始テ學制ヲ頒ツニ方リテヤ已ニ唱歌ヲ普通學科中ニ揭ケテ一般必須ノ科タルヲ示シ、其敎則綱領ヲ定ムルニ至テハ亦之ヲ小學各等科ニ加ヘテ其必ス學ハサル可ラサルヲ示セリ。然シテ之ヲ學校ニ實施スルニ及ンテハ、必ス歌曲其當ヲ得、聲音其正ヲ得テ、能ク敎育ノ眞理ニ悖ラサルヲ要スレハ、此レ其事タル固ヨリ容易ニ擧行スヘキニ非ス。我省此ニ見ル所アリ、客年特ニ音樂取調掛ヲ設ケ、充ルニ本邦ノ學士音樂家等エオ以テシ、且ツ遠ク米國有名ノ音樂敎師ヲ聘シ、百方討究論悉シ、本邦固有ノ音律ニ基ツキ、彼長ヲ取リ我短ヲ補ヒ、以テ我學校ニ適用スヘキ旨ヲ撰定セシム。爾後諸員ノ協力ニ賴リ稍ヤク數曲ヲ得、之ヲ東京師範學校及東京女子師範學校生徒並兩校附屬小學生徒ニ施シテ其適否ヲ試ミ、更ニ取捨選擇シ得ル所ニ隨テ之ヲ錄シ、遂ニ歌曲數十ノ多キニ至レリ。爰ニ之ヲ剞劂ニ付シ名ケテ小學唱歌集ト云。是レ固ヨリ草創ニ屬スルヲ以て或ハ未ダ完全ナラサル者アラント雖モ、庶幾クハ亦我敎育進步ノ一助ニ資スルニ足ラント云爾。」（原文句讀なし）




　さてこの初編には先づ冐頭に簡單な音階と音符の圖解を示し、次いで「かをれ」から「五倫の歌」に終る三十三の歌詞と樂譜とを掲げてある。三册全部だと歌詞樂譜の數は九十一であるが、どういふわけか作詞作曲者の名を擧げたものは一つもない。正確なことは言へぬが、恐らく樂譜の方は音樂敎師として米國から招聘したメーソン自身の作曲か、でなければ西洋の樂譜から拔萃したものであり、歌詞の方は當時の國文學者に託して起草させてものか或は古歌に多少の修正を施したものではないかと思ふ。樂譜はこゝに示すことができないから措いて、歌詞だけについて見ると、いづれも流麗典雅な古文調のものばかりで、現在の唱歌とは全く趣を異にしてゐる。試に冐頭第一の「かをれ」を擧げると


一　かをれ、にほへ、そのふのさくら。

二　とまれ、やどれ、ちぐさのほたる。

三　まねけ、なびけ、野はらのすゝき。

四　なけよ、たてよ、かは瀨のちどり。



と言つたふうである。また初編第十八の「うつくしき」と題する一編の如きは、一人の母が兄弟三人の息子たちを勇ましく戰場に送り出す氣持を詠じたもので、今の時勢に適中するものであるから、左に揭げる


一　うつくしき、わが子やいづこ。

　　うつくしき、わがかみの子は。

　　ゆみとりて、君のみさきに。

　　いさみたちて、わかれゆきにけり。

二　うつくしき、わがこやいづこ。

　　うつくしき、わがなかのこは。

　　太刀帶はきて、君のみもとに。

　　いさみたちて、わかれゆきにけり。

三　うつくしき、わがこやいづこ。

　　うつくしき、わがすゑのこは。

　　ほことりて、きみのみあとに。

　　いさみたちて、わかれゆきにけり。



これは一箇の詩と見ても傑れた作品だと思はれる。それはともかく『小學唱歌集』に次いで公にされた文獻としては、大和田建樹、奧好義兩氏の編纂にかゝる『明治唱歌』ではなかつたかと思ふ。これは明治二十一年五月から翌年の十二月にかけて東京中央堂から四册續刊されたもので、四册とも歌詞の大部分は大和田氏の作品であつて、たゞ第一集の中に稅所あつ子、高崎世風、矢田部良吉、下田うた子、外山正一、其他二三氏のものが少しばかり加へてあるだけである。樂譜は奧好義、上眞行兩氏の作曲したものも幾らかあるが、やはり西洋樂譜をそのまゝ借用したものが多くを占めてゐる。たゞ注意すべきは本書第一集の冐頭にかゝげた米人音樂敎師メーソンの肖像に附記した奧好義氏の一文である。それによるとルーサン・ホワイチング・メーソンといふ「米國音樂博士」は明治十三年から十五年まで文部省に招聘されて、音樂取調掛、東京師範學校、東京女子師範學校、學習院で音樂を敎授した人で、奧氏の言によれば「實ニ我邦學校唱歌ノ基ヲ闢力シタリ。好義不肖ト雖ドモ嘗テ同僚上眞行、辻則承二氏と共ニ先生ニ就キテ業ヲ受ケ、今尙ホ其敎授法ヲ繼ギ唱歌授業ニ從事スルハ全ク先生ノ賜ト謂フベシ」とあるから、我國の學校唱歌を實踐的に基礎づけた功勞者と目すべき人であらう。

　唱歌の事はこれくらゐにして次は軍歌だが、我國の陸軍に初めて軍樂隊の設けられたのは明治四年であるが、併し軍歌なるものゝ創作されたのは明治十三年に東儀季芳の作曲した『海行かば』が最初であるといふことである。しかしこれは禮式用の歌で、兵士が行進中にうたふものとしては、明治十八年に外山正一氏の作詞「拔刀隊」に軍樂隊の雇敎師であつた佛人シャルル・ルルーの作曲したものが最初で、「吾は官軍我が敵は、天地容れざる朝敵ぞ、敵の大將たるものは、古今無双の英雄で」云々の七五調は、軍隊や學校生徒の團體行進の步調にうまく合ふやうに作曲されてゐたので、その後にできた他の軍歌も同じ節で唱はれたものが少くなかつたやうである。軍歌集としては私の知る限り明治二十二年八月に東京の扶桑堂から發行された『新軍歌』が最も古いもので、これには冐頭の「君が代」から最後の「拔刀隊の歌」まで約二十編の歌詞を載せてあるが、作者の名は一つも揭げてなく、又樂譜を示したものは唯二つしかない。しかし明治二十六年までに十版を重ねてをるところを見ると、相當廣く用ひられたものと察せられる。

　軍歌の興隆に一大刺戟を與へたのは何と言つても日淸戰爭で、當時の作詞家、作曲家を總動員した觀があつた。今早稻田大學圖書館に所藏する軍歌集の中から明治二十七八年戰役中に出版されたものだけを拾つて見ると次の通りである。





　（書　名）　　　　　　　（編　者）

一、討淸軍歌　　　　　　　若山庫三

一、征淸軍歌　　　　　　　　——

一、淸國征伐軍歌　　　　　高橋鋤郎

一、討淸武勇軍歌　　　　　　——

一、日淸韓軍歌　　　　　　松成保太郎

一、日淸戰鬪軍歌　　　　　城北匹夫

一、日淸討戰軍歌　　　　　無腸居士

一、大捷軍歌　　　　　　　山田源一郎

一、大東軍歌　　　　　　　鳥谷忱

一、淸國征討軍歌大全　　　愉々快々樓主人

一、新撰討淸軍歌　　　　　太田武和

一、新編帝國軍歌　　　　　中村秋香






等である。どれも片々たる小册子で、作詞者、作曲者の名を揚げないものが多いが、たゞ山田源一郎氏編纂の『大捷軍歌』だけは流石に編者が專門の音樂家であるだけに聊か選を異にしてゐる。これは明治二十七年十一月に初編を出し、引續き明治三十年一月までに七編を出したもので、各編とも四歌づつしか載せてないが、併し一々作詞者、作曲者の名を揭げ、歌詞と樂譜とを併記して、そのまゝ學校の敎科書として使用できるやうに仕立てゝある。

　軍歌は十年後の日露戰爭當時にも澤山できたが、併し今尙人口に膾炙してゐるほどの名作は、日淸戰爭當時のものに一番多いやうである。例へば永井建子氏の「雪の進軍」、佐佐木信綱氏の「勇敢なる水兵」、山田美妙齋氏の「敵は幾萬ありとても」の如きそれである。序でに一言するが、永井建子氏は曾て陸軍々樂隊長を勤めた人と記憶するが、同氏の作詞作曲にかゝる「元寇」の歌は多分日淸戰爭以前に發表されたものと思ふが、私の小學生時代に盛にうたはれたもので、「四百餘州を擧る十萬餘騎の敵、國難此處に見る弘安四年夏の頃」云々の詞曲は非常に壯快な感じを與へたものである。それからこれは軍歌ではないが今一つ思ひ出すのは誰の作詞作曲か知らないが「花月の歌」と題するもので、これは


月と花とは昔より　　　　　誰が樂まぬ人やある

誰が喜ばぬ人やある　　　　さはさりながら月花も

心につれて憂き事の　　　　種となれるも多からん



といふ歌ひ出しで、國史上花か月かに緣のある著名な事績を詠じたものである。例へば


勿來の關は春の暮　　　　　駒を止めて眺むれば

都の空は花ぐもり　　　　　鎧の袖に散りかゝる

櫻の雪は將軍の　　　　　　鬢の霜より尙白し



といふのは前九年の戰に臨む源賴義を詠じたものであり、


戟の枕に夜は慣れて　　　　秋のあはれは知らざれど

越路の山の月白く　　　　　雲間を渡る雁が音も

故鄕の空に歸るぞと　　　　思へば我もなつかしゝ



は北陸遠征の上杉謙信を詠じたものである。この唱歌は詞曲ともに當時のものとしては優れたもので、私の小學生時代には隨分愛誦されたものであるが、今は世人の記憶から全く消え失せてゐるのは惜しい氣がする。





（註）　本稿は明治初年以來小學校敎科目としての唱歌の沿革にも言及するつもりであつたが、豫定の紙數を超えたので、他日に讓ることゝした。
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